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第第第第５５５５回回回回（（（（平成平成平成平成 24242424 年度第年度第年度第年度第 3333 回回回回））））札幌札幌札幌札幌文化芸術円卓会議文化芸術円卓会議文化芸術円卓会議文化芸術円卓会議のののの発言要旨発言要旨発言要旨発言要旨    

24.7.10 札幌文化芸術円卓会議事務局 

【伏島委員長】 

第 5 回の文化芸術円卓会議を始めたい。事務局から報告がある。 

 

【事務局】 

円卓会議に関連して、文化部の中の動きについて情報提供させていただき

たい。 

平成 19 年 4 月に、札幌市文化芸術振興条例が出来た。その条例の中に、

文化振興の目標、基本的な方針を盛り込んだ、基本計画をつくるという規定

がある。 

その規定に基づき、平成 19 年度と 20 年度、２カ年をかけて、文化芸術

基本計画をつくった。この計画は、５カ年の計画なので、平成 25 年度で計

画期間を満了する。それにともない、平成 19 年度と同様に、平成 26 年度

から始まる次期基本計画について、２カ年をかけて現計画を見直し、検討し

ようと考えている。 

検討にあたっては、学識経験者に、公募による市民委員を加えた検討委員

会を設置して、検討を深めて行きたいと考えている。 

新委員の公募については、広報さっぽろ 4 月号や文化部のホームページで

募集案内を行い、今まさに公募の真っ最中である。その他、学識経験者、文

化芸術の実践者についても、今人選の途中である。早ければ、8 月から、次

期基本計画について検討していきたいと考えている。また、仕組みの中に、

まさにこの場である、文化芸術円卓会議という学識経験者、文化芸術の実践

者の自由な意見交換の場があるので、円卓会議の意見についても、基本計画

の検討の中に組み入れていきたいと考えている。あと 3 回の会議でまとめる

ことになる円卓会議の意見を盛り込む形で検討していきたいと考えている。

今後いろいろな関係が出てくると思うので、随時報告させていただきながら、

基本計画の検討を進めていきたいと考えている。 

 

【伏島委員長】 

もう１つ、２つ報告がある。 

 

【事務局】 

資料の、「(仮称)アートセンターについて」から説明させていただきたい。 

前回から、この円卓会議の議論が、アートセンターに深く入って来た。前回
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も多少は説明したのだが、平成 21 年に、アートセンターの検討委員会を立

ち上げ、2 年間にわたって検討を進めていただき、平成 23 年に提言書をい

ただいた。その提言の内容を簡単にまとめたものが、この資料だ。まず、こ

れを説明したい。 

「アートセンターの目指すものは、アートの持つ創造性をまちづくりに生

かし、札幌をアートの香りのするまちとし、誇りを持って世界に発信できる

まちとする。」こと。このようなアートセンターを実現するために、3 つの役

割、さらに 4 つの機能に分けている。 

この３つの役割は、まず「文化芸術の裾野を広げると同時に、札幌の文化

芸術の「頂点」を引き上げる」こと、「札幌固有の文化芸術資産を有機的につ

なぐことで、さっぽろテイストあふれる新たな価値を創造する」こと、「つく

り手と受け手の新しい関係をつくり、さっぽろの創造性を高める」というこ

とだ。 

その役割を実現するために、４つの機能ということで、ひとつめには、「マ

ネジメント機能」、協働のマネジメントは、いろいろなジャンルの協働によっ

て、優れた文化芸術表現の発信をしていくこと。資源活用のマネジメント、

そして、円卓会議の中でも道内各地との連携ということが言われていたが、

広域連携のマネジメント、文化芸術と、産業、観光、教育、福祉等さまざま

な施策との融合を目指した、いわゆる創造都市への取組ということ。 

次に、人材の創出機能ということで、この円卓会議の中でも再三言及され

ているが、マネジメント能力のある人材を創出していこうということ。 

そして、芸術のつくり手、おくり手、うけ手の支援、サポート機能という

ことで、コンサルティングサポート、経済的サポート、ネットワークを形成

するサポートが盛り込まれている。そして最後に、政策研究機能、例えば、

札幌市の事業評価のしくみが文化芸術事業の評価のしくみとしてどうなのか

ということがあるので、事業評価への言及もアートセンターの役割として盛

り込まれている。 

 

次に「アーツ千代田 3331」について説明したい。 

この円卓会議でも参考事例の一つとして「アーツ千代田 3331」が取り上

げられていた。視察の機会を得て、東京に出張してきたので、その内容を報

告したい。 

お話をうかがったのは、千代田区の担当職員の方と、このアーツ千代田を

運営している合同会社コマンド A の社員の方。 

アーツ千代田は、廃校になった練成中学校の校舎を利用したもの。 

千代田区も札幌市と同じように、文化芸術振興条例を制定し、それにもと
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づく文化芸術プランを策定した。その文化芸術プランの重点プロジェクトと

して、区民の文化芸術活動を推進する、そして多様な文化芸術の担い手を育

成するための新たな拠点施設として、千代田アートスクエアについて検討を

重ねた結果、それを旧練成中学校の校舎を利用して設置することにした。運

営団体をプロポーザル方式で公募した結果、合同会社コマンド A が選ばれた。 

このコマンド A は東京芸術大学絵画科の中村政人准教授が代表。主に、芸

術家の方々の会社で、コミュニティアートが中心とのこと。 

廃校なので、エレベーターもついていなかったので、エレベーターを付け

るなどの施設全体の改修工事は、区が２億円かけて行った。内装工事につい

ては、運営団体がすべて請け負った。このが点おもしろいと思った。 

通常の学校の入口とは反対側に公園があるのだが、そちらを入口とし、公

園と一体的に整備し、公園とつながる開放的な空間とした。 

通常、公共施設の運営は、指定管理者を置き、指定管理料を支払って行う

ことが多い。この施設の場合は、千代田区が、建物をコマンド A に有料で貸

し付けを行っている。施設の中で行う事業については、コマンド A が一切引

き受けている。その事業費については、区はお金を出していない。区は、障

害者のアート事業とアーティスト・イン・レジデンス事業を委託しており、

委託料を支払っているのみである。そのほか、自主事業に対する補助金は出

していない。 

そこで、コマンド A は、たえず展覧会事業を企画して、運営費を賄ってい

る。運営の特徴としては、アーティスト自身が運営しているということ。こ

れによって、予算は少なくとも良いものができる。 

一階にかなり広いメインギャラリーがあるが、年間半分くらいは自主事業

で埋めている。後の半分は他の団体に貸している。私達がいったときには、

ちょうど「AKB48 美術部」の展覧会を行っていた。それを目当てに行った

わけではないが、残念ながら観ることはできなかった。すごい数の客がいて、

時間制限付きのチケットを持っていた。大変な人気だった。この一つ前には、

大友克洋の展覧会も行っていた。コマンド A としては、これらのようなメジ

ャー系の展覧会が来るとは正直思っていなかったのだが、地道な努力が評価

されたのではないかと感じていると話していた。 

メインギャラリーのほかに、3331 ギャラリーがあり、ここでは年間 10

人くらいの若手のアーティストを紹介している。アーティストによっては、

作品に、値段を付けたがらないアーティストもいるが、なるべく値段を付け

ていただいて、観た人が気に入ったものは買えるようにしている。 

このほか、ボックスギャラリーというものもある。ボックスの一つ一つを

アーティストに貸し出しており、アーティストは自分の作品をそこに置いて
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おいて、売れれば何割かはアーツ千代田に支払う。そのような工夫もしてい

る。 

2 階 3 階は、レンタルギャラリーとなっている。 

GEISAI のギャラリーもアーツ千代田に入ってきている。 

オフィスも貸し出している。これは、デザインやメディアアートなど相互

に連携できる団体へ貸し出している。アーティストと企業が相互にメリット

を感じ、顔を合わせる出会いの場にもなっていて、仕事が発生することもあ

る。 

いらなくなったおもちゃを交換するプロジェクト「かえるステーション」

もある。ここで子どもを遊ばせておいて、お母さん方も少しゆっくりして作

品を観ることができる。託児施設ではないので保母さんがいるわけではない

が、遊ばせる場所も用意している。 

それから、ハンダ付けカフェ。ハンダ付けによる作品作りを体験しながら

コミュニケーションをはかっていく。これは、単に買うとか観るということ

ではなくて、いっしょに楽しむ、身近に参加するというところである。 

千代田区からの委託事業として、障害者のアート事業も行っている。これ

は、テナントとして入っている NPO 法人の、エイブルアートジャパンとは

別の事業で、障害を持つ人も、持たない人もいっしょに公募展を行っている。

アーティト・イン・レジデンス事業は、アジアからのアーティストに重点を

置いたレジデンス事業を行っている。このアーツ千代田 3331 には宿泊施設

はないので、歩いて 2 分くらいのところにマンションを借りているとのこと。 

作品を作ってもらうということだけではなく、日常的な付き合いも行って

いる。 

廃校のリニューアルの良いところは、かなり自由に改装できること。アー

ティストが行っているので、かなりこだわった改装ができる。ギャラリーの

展示パネルも全部自分たちで作ってしまう。 

ちなみに 3331 という名前は、３３３で九ができて、それに１を加える

ことによって丸く収めるという江戸一本締めに由来している。 

大変参考になる施設だと思った。 

 

もう一カ所、横浜市の創造都市センターへ行き、アーツコミッションヨコ

ハマの説明を聴いてきた。 

横浜市では、みなと未来地区の再開発を行った。そのため、旧市街地の関

内、山下地区に空きビルがどんどんできて、地盤沈下を起こしてしまった。

そこを、芸術文化の力を使ってなんとかしようと考えた。もっと端的に言う

と、クリエーターやアーティストを集めて、創造界隈ができないかというこ
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とを考えた。 

そのためには、いろいろなことを相談できるところが必要だろうというこ

とで、アーツコミッションという機関をつくった。 

芸術文化に関することであれば、困ったことは何でも相談に乗るという機

関だ。直接支援するわけではなく、コンサルタントとかコーディネーション

を行う、中間支援施設である。 

相談件数は、年間 120 件程度。相談を受けることによって、アーツコミ

ッション側も何が求められているのか、ニーズを把握することもできる。 

空きビルの再利用という点では、芸術不動産という名のもとに、空きビル

を芸術家のアトリエなどの活動場所としてリノベーションし、使っていくと

いう事業も行っている。その場所に事務所を開設するための助成とか、クリ

エーターやアーティストに空きビルを使わせたいオーナーを支援する助成

も行っている。 

このほか、アーツコミッションでは、先駆的芸術活動への助成とか、都市

文化創造活動への助成制度も持っている。助成制度の評価については、アー

ツコミッションでもどうするか研究しており、平成 24 年度から新たな評価

制度を実践していくことにしている。また、助成対象については、書類審査

で決定しており、具体的なプレゼンを行った上で決定するところまでは行っ

ていないということ。 

報告は以上にさせていただきたい。 

 

【伏島委員長】 

荒川委員からのペーパーについて紹介してほしい。 

 

【事務局】 

荒川委員が御欠席ということでペーパーをいただいている。 

アートセンターがもたらす行政と市民とアーティストのそれぞれのメリッ

トについて、アーティストにとっては、活躍の場や情報発信ができる。市民

も足を運ぶ機会ができるということだ。 

そして、アーティストが求めることは活動の場と公演の集客、活動の周知

であり、市民が求めることは、優れた文化・芸術に触れることと市内の文化・

芸術の情報を得ることだと考えたということ。 

アートセンターに人が集い、そこから人材や情報が発信されることによっ

て、アートセンターが文化・芸術の拠点となれば良いというご意見だ。 

そして、練習場所が不足しているので、アートセンターは練習もできるよ

うな施設であって欲しいという具体的な意見、情報が集まってくるので、ア
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ートセンターへ行けば、常に新しい情報が得られる、それが、チラシやイン

ターネット情報だけではなく、実際に目に見える形での市民へのアピールも

あればという具体的な御提言もいただいた。 

 

【伏島委員長】 

裏方体験であるとか、見本市やロビコンなど実際に目に見える形というこ

とが、印象に残った。 

本家さんも御意見、御感想をペーパーにまとめていただいている。 

 

【本家委員】 

ペーパーに付け加えるとしたら、人材の育成のところ。プロはこれくらい

知っていて当たり前だろうというところがあると思う。しかし、何も知らな

い人からすると、それも難しいところがあると思うので、市民目線で、この

ようなものが良いのだけれどと言われたときに、色々なジャンルを横断でき

るコーディネーターといっしょだと思うが、広い目線で、このようなものが

良いのではないかと勧めることができる人がいたらよいなと思う。 

荒川委員のように、裏方体験に小学生から参加できるようなことがあれば、

もっともっと、小さいころから芸術に興味を持ってくれる子が増えるのかな

と思う。 

あったら良いと思うものとして、レストランやカフェと書いたが、例えば

北海道近代美術館で、ダリ展のときには 2 階のレストランでスペイン料理を

出していたり、セザンヌ展のときには、アップルパイを出していたことがあ

った。そういうものがあると、普段は食べないけれど、そういうときだから

食べてみようということもあると思う。メイクやマネキュアも、インターン

の子が 500 円で行うとか、それをきっかけに通ってもらえるような場所にな

れば良いと思った。 

 

【伏島委員長】 

前回から、アートセンターという、言わば例題に本格的に取り組み始めた。 

さきほど、事務局から説明のあったアートセンターに関する公式のレポー

トを縦糸としてみると、いろいろなことが見えてくる。必要なことは、アー

トセンター検討委員会の提言でかなり読みとることができる。ここに付け足

すことは余りないだろうとさえ思える。しかし、それを本当に分かっている

かといえば、イメージのわかないところがある。その点で、我々の円卓会議

の議論は、どうやら横糸になるものではないか。市民の目線で、ビビットに

目に見える形にしたいというのが、多分我々の心の奥底にあって、それが荒
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川さんの御意見とか、本家さんの御意見にも登場してくるのではないかとい

う気がする。 

縦糸は意識しながら、肉付けして行って、絶えず目に見える形をイメージ

していくのが、円卓会議が市民から期待されていることだと思う。 

遠くない将来に、北 1 西１に大きな施設ができて、その一角にアートセン

ターができて、実に生き生きとした活動がなされていく。その根っこの議論

ができれば、遠くない将来の市民生活へ向けて、貢献できるのではないかと

感じている。 

そこで、こう欲しい、こうありたいということろを、これからみなさんに

もお話ししていただきたい。さきほど、事務局から報告のあったアーツ千代

田になぜ注目するかと言うと、これは非常に優れた一つの解だと思っている。

本当は現地へ行って議論したいがそうもいかないので、機会を観て他の事例

についても勉強していきたい。 

前回の宿題について、既存の芸術文化財団など、優れたソフト・ハードと

アートセンターはどうかかわっていくのか。実状と文化部の考え方を聞きた

い。 

 

【事務局】 

アートセンターと芸術文化財団との関係は、実はまだきちんと整理しきれ

ていない。アートセンターの運営を誰が行うのかについては、まだ検討中だ。

ただ、財団が札幌市の芸術文化施策、事業の中核を担っていることには変わ

りはないので、何の関係も生じないことはあり得ない。今芸術文化財団は、

芸術の森、キタラ、教育文化会館、市民ギャラリー、彫刻美術館といった施

設の管理運営を行って、いろいろな事業も行っている事業団体である。その

ような財団の性格がこれからどう変わっていくのかということも含めて、ア

ートセンターとの関わりについて検討していかなければならないと考えてい

る。検討の緒についた段階だ。 

 

【伏島委員長】 

ということは、検討の材料はいろいろあった方が良いということだ。円卓

会議、文化芸術基本計画の見直しの議論も活かしながら、財団はどのように

対応すべきかが、より明らかになって来る。同時並行的な双方向的な検討と

理解すればよい。 

アートセンターを誰が、どのようなお金で運営するかということは、まっ

たくこれからと理解してよいか。 

 



- 8 - 

 

【事務局】 

提言の中では、札幌市の直営や、既存の財団が運営するのとは異なった形

を考えるべきではないかという考え方が示されているが、それについてはま

だ検討段階だ。 

 

【本家委員】 

基本計画の議論と、円卓会議の議論とは論点がどのように違うのか。 

 

【事務局】 

基本計画は、札幌市の文化芸術全般に関する議論となる。 

 

【本家委員】 

その中に、アートセンターも含まれるのか。 

 

【事務局】 

アートセンターは、基本計画の中でも重要な部分を占めると思う。 

 

【伏島委員長】 

今日の議論の中で、アーツカウンシルを取り上げたい。イギリスがトップラ

ンナーとして行っているわけだが、要するにいろいろなことを評議する機関

だ。一番のポイントは、そこが市役所のような公的な行政機関に従属してい

るのではなくて、腕の長さ、離れたところに置かれている。つまりお金やい

ろいろな点で行政と関係は深いのだが、一応独立している。ここが非常に難

しい。完全独立しようという考えもあれば、大阪市のように、市長が関与す

るのだというところもあり、今非常に動いている。要するに、これまであい

まいだったところをきちんと表に出して、みんなで評議していこうというこ

と。お金のことも事業評価もきちんとしていこう。世間のいう事業評価では

ない。いろいろな創造的なことをやっていこうというアーツカウンシルもあ

る。定義はあるようでない。いろいろ選べる。札幌型のアーツカウンシルを

行おうとすれば、いくらでも設計できる。 

東京都は今年、大阪市は来年予定している。東京都は、今 4 人の職員を募

集している。募集の主体は、実は東京都歴史文化財団だ。東京都歴史文化財

団は、アーカイブをアーツ千代田に設けているようだが、東京のアーツカウ

ンシルは、アーツ千代田に来るのだろうか。 

 

【事務局】 
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そのような視点で、お話しをうかがったのではないので分からないが、観

た感じでは、千代田にカウンシルは置かないのではないかと思う。 

 

【伏島委員長】 

アーツカウンシルは札幌も無縁ではない。アートセンターが札幌版のアー

ツカウンシルの機能を持つとすれば、あるいは持つべきであるとすれば、ど

のようにやったらよいのだろうか。ちょっと硬い話だが、そんなことも我々

は無関心ではいられない。みなさん、少し勉強していただきたいと思う。幸

いなことにインターネットから、かなり良い議事録がどんどん出てくる。識

者の分かりやすい資料も取りだすことができる。 

 

ここから、アートセンターについて、みなさんから、かくあって欲しいと

いうお話をうかがいたい。本家さんからは美味しいものも食べられるような

とのお話しがあった。アーツ千代田にも入ってすぐ右のところにカフェがあ

る。実際に食べてみたが美味しかった。お客さんにきてもらうための敷居の

低さと言う意味では、札幌の場合、食べる飲むという行為はばかにはできな

い。ご要望、御意見をうかがっていきたい。 

 

【事務局】 

アートカウンシルに関係するという点では、芸術文化基本計画の中に、ア

ート評議会についての記述がある。アート評議会は、アートセンターの上部

組織と位置付けられている。音楽、美術、演劇、メディアアートなどさまざ

まな分野のアーティストをはじめ、市民、企業、学識経験者等で構成される

アート評議会を設置して、アートセンターの運営方針の決定とか、文化行政

全般に対する評価や提言を行うことを想定し、検討を進めることにしている。  

また、文化庁は、アートカウンシルを芸術評議会と訳している。 

委員長がおっしゃるように、イギリスでアートカウンシルというと、一番

の中心的機能は助成金をどうするかということだ。それをさまざまな芸術分

野の専門家が集まって、助成金の配分について決める。そして、配分した結

果、助成金が効果を上げたのかについて、事業評価していく。そこが非常に

重要だということだ。その機能をイギリスのアートカウンシルは持っている。 

文化庁がこれを試行的に、助成金について行っている。新しい制度は、例

えば補助金の出し方も、今まで制作人件費は認めなかったのだが、それを認

めるとか、今までの赤字補てんの考え方の枠を外しているとか、今までの補

助金にはないやり方を導入してきている。それは、今までにない新しい動き

だと思う。 
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イギリスでは、何百億という予算をアートカウンシルが持っていて、それ

を分配するわけだが、日本の場合はそこまでまだ行っていない。大阪市や東

京都もはじめるようであるが、それに近い形ができるまでには時間がかかる

だろう。 

また、アートカウンシルは助成金の分配と事業評価だけを行うところでは

なく、そのほかのアウトリーチとか、いろいろな文化施策もそこで検討して

いく。その辺のところは、日本でもやっていけるのかなと思っている。 

大阪や東京の動きを注目していきたい。新しくアートセンターができるま

でには、まだ時間があるので、東京、大阪、その他の動きをみながら、札幌

でもアートセンターができたときに、アートカウンシルを考えて行かなけれ

ばならないと考えている。 

 

【伏島委員長】 

アートセンターの上位機関としてのアーツカウンシルというお話しがあっ

たが、アーツカウンシルをどうするかということと、アートセンターをどう

するかということはコインの裏表の関係にあるので、アーツカウンシルとセ

ットにしてアートセンターについて考えて行く。上、下で分ける必要はない

ので、自由に御発言いただきたい。 

市民の目線からは、アーツカウンシル的なものは、特にお金の面で、必要

性が議論されると思う。例えば、助成金の話があったが、単発の助成だけで

はなくて、今ある札幌市の芸術文化的な事業に関する出資の状況が適切なの

か、効果があるのかということを、例えば PMF、あるいは今度はじまるトリ

エンナーレ、その他いろいろある。そういったものを、包括的に、公的に、

かつオープンな形で、評価をしている機関があるようでない。 

例えば、ちえりあの所管は市長部局ではなく、教育委員会だ。しかし、市

民から見れば、同じ文化関係のハードでありソフトだ。裂け目を生じてはい

けない。やはり市民の税金が関与しているのであれば、わけへだてなく、包

括的に評価しなければいけない。 

そのような点で、大胆に踏み込むところがあるのであれば、大胆に踏み込

んでいって良いと思っている。 

 

斎藤さん、先ほど助成の話があった。あなたが関係している世界も、大い

に助成と関係している、特に文化庁のお金でかなり左右される現実がある。 

これは、地方公共団体の助成についても当てはまる。演劇世界で、助成の

在り方、分配の在り方、どう自らをチェックしていくか。 
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【斎藤委員】 

昨日、ちょうどニセコでお百姓さんに、演劇のチケットの値段はどうやっ

てきまるのかと聞かれた。今度ニセコで「亀もしくは」という、札幌で 3､000

円で観せたお芝居を、500 円でやらなければならない。それは、町長ができ

ればただにしたいというのを、なんとか、100 円でも 200 円でもお金をと

る形にしたかった。それで、500 円という値段を見た時に、以前僕の芝居を

観てくれたお客さんが、なんてぜいたくなんだろう、500 円であのお芝居を

見れるなんてと思ったので、そういうことを僕に聞いたのだと思う。だけど、

500 円のお客さん 1,000 人に来てもらっても、ちょっと赤字だ。 

シアターZOO では、お客さんから一万円とらないと成立しないようなこと

をやっている。その分、どこからお金がでているのかと言ったら、相当な部

分補助金に頼っているという現状がある。 

今までは、芸術文化振興基金の助成で、予算を組んだら赤字が出るので、

その赤字の半分を助成しろと申請していた。しかしそれは変だ、こっちのお

金を用意できないじゃないかという話があったりして、稽古期間の費用に対

して補助しようという考え方になったらしい。そのかわり、本番中に発生す

る人件費については、お客さんからの入場料でまかないなさいと。そこで、

今演劇の世界で混乱が起こっていて、稽古一日当たりの日当をいくらにすれ

ばよいのか、基準を決めようかという話になっている。 

芸術文化振興基金は、プログラムディレクターとプログラムオフィサーと

いう立場の人を、今年から、演劇の分野にも置いた。その 4 人の方、全員が

演劇のプロデューサーだったり、批評家だったりするのだが、その人たちの

話を聞く機会があった。彼らが、芸術文化振興基金から１年間、週３回の勤

務で成し遂げてくれと言われている仕事が何かと言うと、評価の基準をつく

るということだ。専門委員の方は助成金の評価をするのだが、専門委員によ

ってもいろいろ変わる、それが良いのか悪いのかということなしに、評価の

基準みたいなものを作ってくれと言われて、今それに取り組んでいて、まだ

１カ月、２カ月だ。その話を聞いているとき、演劇人から、そんなことをし

ているのではなく、評価の全体、理念そのものを、もっと監視するのがディ

レクターもしくはオフィサーなのではないかという意見が結構でていた。助

成のシステムそのものをディレクトする、そういうことを提言できるのがデ

ィレクターではないのか、という話がでたのだが、委員も演劇人でそれを吊

るし上げるわけにもいかないので、まだ始まったばかりなので、もう少し頑

張らせてくれという話になって、そうだね、頑張ってと言うしかなかった。 

演劇人が助成金をもらいはじめて、まだ２０年くらいしかたっていない。

もらいかたと言ったら変だが、われわれの中でももらった者得で、もらえな
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かった者が損するみたいな話ばっかりだったのだが、どう有効にこの国のお

金を使うべきかという議論のような、そうじゃない根本的な話をした方が良

いのではないか、この国の演劇の将来とか、演劇だけではなくて文化全体の

ために、そういうお金を財政が厳しい中で何とか作ろうとしてる人たちがい

るとしたら、どういうところに投下すればよいのか根本的に考える人たちみ

たいな、そういう議論の場が必要なのではないかという話になっているので

はないか。 

アートセンターというものについて、演劇人として座って話を聞いている

のだが、予算は限られているし、それを何に使うのか決めるのがアーツカウ

ンシルなのか。イギリスのアーツカウンシルの場合、助成金の分配、事業評

価、確かにやっている仕事は、与えられたお金をどう分配するのかについて

議論するのだろうが、助成制度そのもの自体の性格、理念みたいなものをき

ちんと議論する、それをどこに預けるべきかを議論する場が必要なのではな

いか。上から、この助成金を渡すから、どう分配するのか判断してというこ

とだけを頼まれるのは、アーツカウンシルではないような気がする。そうじ

ゃなくて、もうちょっと、逆に言うと、「いらねえそんなもの」と言うのか、

さきほどの千代田区の例でいうと、こんな時代に芸術にお金を出すべきでは

ない、それは僕らで生み出しますというのか。そういう議論がある場所みた

いなもの。助成金の使われ方が的確なのか見張っている場所だとすると、ア

ートではないような気がする。 

 

【事務局】 

行政でも、かつて経済が右肩上がりの時代には、予算を執行して、それき

りだった。ところが、今から 14、15 年前から、事業評価が始まり、今も毎

年行っている。 

これだけの事業を行って、どれだけの効果を出したのか、予算を立てる時

に、数値目標を決める、この事業を行ったら、どれだけの観客を増やしたと

か、そのような数値目標を決めている。 

評価をしなければ、予算が有効に使われたのか、事業の質も分からない。

限られた予算を、どのように有効に使うかが非常に重要になって来る。 

それを芸術にあてはめてみると、助成金が適切に使われているかどうかを

監視するということではなくて、アートカウンシルの言っていることは、真

に助成するに値する価値のあるものを選ぶということだと思う。助成金をど

の芸術、どの団体に分配することが、もっとも効率的か。今まで、助成金は

ある意味ではやりっぱなしだった。事業報告はもらうが、その事業がどのよ

うな効果を上げたのかは全然問わない。それではまずいのではないかという
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ことだ。真に助成する価値のあるものに助成しなければならない。それを選

ぶということだと思う。専門家が集まって、まずは選んで、実際にその効果

を検証して、やってみたが、あまり芸術性が高くないとすれば次回は助成金

を与えるには適さない、ある意味では厳しい競争、質を求めるということだ。 

今までは、お金をもらって終わりだったのだが、そうではなくて、真にそ

れに応える成果をあげなかったら、それに対しては次は助成しない。芸術の

質を高めるために事業評価をするということなのだと思う。 

アートカウンシルの中に専門家がいて、専門家がどこに分配したらよいか

よく考えてあげて、基準をつくって、厳密に検証していく、それによって芸

術の質も上がっていくということなのだと思う。 

 

【伏島委員長】 

斎藤さんが、貴重な意見をのべて、事務局がそれを受け止めた。この点は

このまま流して、伊藤副委員長の意見をききたい。 

 

【伊藤副委員長】 

前回、各ジャンンルの芸術家の連絡会のようなものを作ればよいと話した

が、アートカウンシルでメインになる人たちの専門性は、割と大づかみで良

いと思っている。 

むしろ、助成金を与えたりすることに関しては、より細分化された各専門

家へのアウトソーシングでよいと思っている。 

学術経験者等として広く社会的信頼性を持つ 5 人、6 人の専門家というの

は、ある種の団体の既得権益を持たざるを得ない人たちであったり、「現場」

としては賞味期限が切れてしまった人たちがほとんどになる可能性が高い。

だから、余り細かいことは決めさせないで、おおざっぱに文化施策の方向を

決めてもらう。助成金事業については、別の責任ある機関や評価担当者を設

けて、英米の助成金制度と同じで、完全にオープンにすればよいだけだと思

う。アートカウンシルの方向性に合わせ、助成金を決定する人にどのような

人を充てるのか、その当て方のシステムをきちんと作るということが重要だ

と思う。 

大阪とか、東京がアートカウンシルを作る理由は、オリンピックへの対策

が大きいのではないか。前回の誘致の際も、芸術文化財団に予算をつけて、

各美術館に 3000 万円くらい予算をつけて、文化性をアピールしていた。そ

れでも誘致を逃してしまったことが大きく、その反省として、文化を組織や

プログラムという「眼に見える」形に位置付ける必要が大きいと考えたのか

なと言う気がする。そのノウハウを、そのまますとーんと札幌に落とせるか
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というと、象徴的な事業が今札幌にはないので、ちょっと違うのかなと言う

気はする。 

後は、委員長がお話しされたと思うが、アートカウンシルを作ったときに、

教育委員会だとか芸術文化財団とかとの関係がある。 

アートカウンシルは、芸術文化の部局の一部でつくるのだろうが、最終的

には部局外と連携するというのではなく、アートカウンシルが市長と一緒に

方向を決めて、その下で全部局が連動して動くという形にしないと、効果は

ばらばらで限定的になって来る気がする。それが決まってくれば、助成金に

関しても重点が決まって来る。例えば、これから５年は裾野を広げて行く、

これから５年は中味のレベルを上げて行くというように、その枠組みが必要

だと思う。 

あとは、少し話がずれるのだが、本来は市長の仕事なのだろうが、逆に「名

誉職」としてのアートカウンシルのトップの人たちには、お金を集めてもら

う仕事を付加するべきだと思っている。 

例えば、シカゴのアートインスティテュートの館長の仕事は何かというと、

政治家や財界の人とご飯を食べてあげることだ。会ってもらって凝った話を

してもらう「名誉（ステイタス）」を授け、企業がお金を美術館に出す。 

現状の道や市の美術館の館長は、パートタイムの人か、あるいは教育委員

会の天下りで、社会科や他教科出身だったりする。プロパーは副館長で終わ

りだ。それでは全然尊敬されない。 

システム全体のクレダビリティを上げないなければならないという気がす

る。今の一番の問題は、素人ばっかり、あるいはプロだという人がアカデミ

ックな専門家であり、今必要な施策について知らないことが大きい。そこが

一番重要な気がする。ただ、偶然でも良い人をあてればしばらくは動くが、

どうにか偶然待ちではなくて、ニーズの合った人を入れるようなシステムを

作っていく必要がある。 

 

 

【事務局】 

イギリスのアートカウンシルの場合は、もともと、第二次大戦のときに、

ヒトラーが芸術に介入したので、芸術に政治が介入しないようにということ

で、一定の距離を離すことにしたということだ。つまりアートカウンシルと

いうのは、行政の中にあるのではなく、行政の外にある。助成金の審査も外

の人が行う。それが原則らしい。今の日本ではそうはなっていないし、先日、

大阪市の橋本市長が、アートカウンシルをつくると言っていたが、完全に外

に出すことが不安だと言っている。日本で、完全独立のアートカウンシルは
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なかなか難しい。助成先を選ぶ上でも、芸術性だけで選べるかと言ったら、

権威のある人が自分の人的つながりのある人を選んでしまうかもしれない。

選考は非常に難しいところがあると思う。 

 

【伊藤副委員長】 

美術作家への助成でも、限られた原資の有効利用について問われても、僕

には選ぶ自信はない。最新の情報は、漆さんとかの世代や現場が持っている

わけで、そのような人たちが持っている情報によって、安い金でも最大限の

コストパフォーマンスで回すことができる。現場を知っていて、実際どのく

らいのお金が必要か分かっているから、ちゃんと監視しながら、助成先に予

算を渡すとかなりうまい回し方をすると思う。デジタル系のアートの場合な

ど、デジタルネイティブに近い若手なら 100 万円で良い結果を出せるかもし

れないが、僕らの世代の助成先だと規模が大きい作品になり、500 万とか

1,000 万円なければ無理だと言う話になってしまう場合もある。僕らより

20 年上なら、技術者を入れる必要があり、それで大体代理店に抜かれてしま

うことになる。年齢制限つけても良いかなとちょっと思ったのだが。 

 

【伏島委員長】 

3 人が良いお話しをしてくれた。私なりに整理すると、斎藤さんが重要な

ことを言ったのだが、アーツカウンシルは誰かから頼まれて、頼まれたから

やりましょうという仕事ではないだろう。 

そもそもアーツカウンシルは自分の理念と、体力をもって主体的に行動す

るものであろう。それもない中で始めれば、分捕り合戦のようなしょうもな

いところに落ち込んでしまう。 

それと、いわゆる事業仕分け的な観点から見てしまうと、経済効果がいく

らかとか、全然文化行政のそれと合わないところで評価され、それがあたか

も分かりやすい話であるかのようにまかり通ってしまう。それは非常に不本

意な話だ。 

そんな簡単な話ではない。もっとよい意味で難しい話であって良い。 

しかし、それはなかなか難しいので、前回会議でも恣意的にやって良いと

いう話があった。恣意的ということはものすごく条件が付く話であって、完

全にオープンでなければならないというようなことも、前回整理した。かつ、

現場を良く知る人間がやった方が良い。しかし、斎藤さんがおっしゃったよ

うに、演劇の世界を見ても、右・左がすぐに分かるわけではない。 

そういう何重にもなった難しさがある。 

そう簡単に応えの出る話ではないが、しかし、私は札幌方式を追求してい
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って良いと思う。完全、100％は絶対できないので、60％でも良い。当然札

幌の事情があるので、札幌方式を考えて行って良い。 

札幌方式のアーツカウンシルのテーブルに何を並べるかを今議論している。

市長部局の全部局であるとか、教育委員会であるとか、そんな枠を取り払っ

た取組、前回と今日で、かなりテーブルに上げる事柄は出始めている。 

 

【浅野委員】 

市全体の助成金は全体でどのくらいなのか。アートセンターが動いていく

にはどのくらいのお金が必要か。 

 

【事務局】 

いろいろな補助・助成があるので、すぐには分からないが、PMF や札幌交

響楽団への助成等を入れれば、3 億程度だろうか。芸術文化振興助成金は、

560 万円くらいだろうか。 

 

【浅野委員】 

アーツ千代田のことなど、考えていったときに、お金の動き方がの落差が

あると思う。東京でなぜ、アーツ千代田が成功しているのか。いろいろな企

業があるとか、AKB の話があったが、交渉がしやすいとか、地理的な要因も

あるだろう。アートセンターも含めて、札幌に持ってくるときに、どうやっ

たらうまくいくのだろうか。アーツ千代田の場合は、建物と土地は官が提供

しているが、後は民間で行っている。 

アーツカウンシルは、お金の分配よりもお金を稼ぐ方法を考えて行く。運

営するためのマネジメント機能を高めて行かないと、札幌方式は、官からの

お金というよりは自活するための、支持組織をつくっていかないとやってい

けないのかなと思う。 

写真の方の補助金では、基本予算の 2 分の 1 を補助しますという制度では、

動ける部分のお金はどこからか自分で見つけてこなければならないというこ

となので、アーツカウンシルが自活できるシステムを作っていくというか、

そういう人たちを集めていかないと、組織・建物を作っても立ち行かないだ

ろう。見に来る人の数、どう考えても札幌市の人口は、東京より少ない。人

口規模からは、10 分の１くらいだとしても、実際に見に来るのは 100 分の

1、1000 分の１くらいだろう。 

 

【井出委員】 

アートセンターを複合施設の中に置くとか、既存の文化施設とか、PMF や
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札響への補助金等は、札幌の文化だと思うので良いことだと思う。 

芸術文化財団の方なのだが、芸術の森、教育文化会館、キタラに下りる補

助金の額はかなりの差がある。 

先日のキタラのオペラは素晴らしかったと思う。オペラ祭を 7 年間やって

きた中で、あのような形で若い人たちに、あのような舞台を提供してくださ

ったことについては、すごく感謝するのだが、キタラのオペラに関してはか

なりのお金が動いているなと思う。それでは、前から活動しているオペラ祭

に対する助成金というか、補助金については？の部分がある。その辺の透明

さというか、ホールを建てる、アートセンターはつくるという状況の中で、

今の活動に札幌市はどのように応援してくれるのかという方向性がちょっと

みえないのでは。でも、この間のキタラのオペラを見ると、ありがとうござ

いますという一言なのだが。さっぽろオペラ祭には３団体参加している。札

幌オペラ祭がスタートする前は、各団体が札幌市から補助金をいただいてい

た。 

それが、さっぽろオペラ祭がスタートした段階で、教育文化会館へオペラ

祭に対する助成金となって、各団体へは一切なくなってしまった。 

それで、自分たちの活動についてはやりくりしてやっているのだが。 

 

【事務局】 

日本の経済が右肩上がりのときには、予算が潤沢にあったのだが、今予算

がなくなって、市の中でも補助金を大幅に整理した。昔は補助金に手をつけ

なかったのだが、もう出せなくなってきた。 

それで、オペラに関しても個別の団体へ補助金を出していくことができな

いので、まとめて、さっぽろオペラ祭という事業の中でなんとかしてほしい

と。札幌市としてもやりようがないというか、苦心の中で、そのような形に

まとめていったというところがある。 

 

【井出委員】 

さっぽろオペラ祭ということで補助していただいているのではなくて、財

団へ札幌市が補助しているということだ。その理解はしているのだが、あの、

キタラのオペラのような形を見ていると･･･。 

 

【事務局】 

キタラの 15 周年記念事業として行った。キタラは、札幌市の、ある意味

第３セクターなので、市全体のオペラに対する質を上げるために、財団が、

キタラがあのような事業を自主事業として組んだ。その中で、若手の歌手を
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公募して、登場してもらって、札幌の若手のアーティストを育てて行こうと

いう試みだった。キタラは、札幌のオペラ界を盛り上げるためにいろいろな

自主事業を行っている。あるいは、小ホールでアーティストサポートプログ

ラムも行っている。 

 

【井出委員】 

キタラも、札幌市の財団だが、教育文化会館も札幌市の財団だ。 

 

【事務局】 

すべて札幌芸術文化財団の事業だ。 

 

【伏島委員長】 

今の議論は、他の世界にもあると思うが、個別に分かりにくくなっている。

前回も申し上げたのは、それを可視化するということ。ただ情報をオープン

にするだけではなく、それを分かりやすい形で、議論できるような理解でき

るような形にして、批判する前の作業として可視化する。分かりやすい形に

していかないと、分からない人がたくさんいると思う。今のキタラと教育文

化会館の関係など、それ自体がわからない。札幌方式で分かりやすくすると

すれば、担当者が分かっているところを、自分の妻や夫に分からせるつもり

で作業してもらうということではないか。 

キタラのオペラも、札幌オペラ祭も上下の関係は全くない。補助金の多寡

で、どちらが偉いということは全くない。 

PMF も札響も、もっと可視化しなければならないと思う。分かりやすく提

示することは、アートセンターなり、アートカウンシルでは必須の条件とな

ると思う。それがないと、とんでもない市長が出た場合には、一銭も補助し

ないということにもなりかねない。 

 

【田中委員】 

一市民としての視線で言わせてもらう。アートセンターをつくる基本的な

こととして、次世代の方への教育の場というのは絶対的なことだと思う。そ

れをコーディネートできる人と同時に、次世代の人たちに体験できる場とい

うのが大切だ。自分で体験してみなければわからない。5 感で自分が分かる

ということがすごく大事だ。それが子どもたちに波及していって、自分でや

ってみようという気になる。 

もう一つは、芸術の理解度はあると思うが、演劇にしてもオペラにしても、

ミュージカルにしても、東京と比べてしまうと、質の高さと言う意味では、
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札幌は少し低いと感じる。でも、だからといって可能性がないということで

はなく、もっと切磋琢磨して、良いものは良いのだということをきちんと受

け入れて、それを次世代に繋げられるようなシステムを、つくるのが大事だ

と思う。来ました、やりました、終わりましたではなかなか通じない。それ

を持続できるシステムがすごく大事だ。それは芸術全般に言えることだ。そ

れと同時に、1 人の指導者が天狗になってはいけないと思う。もっと謙虚に

自分たちも学ぶ姿勢を示すと同時に、子どもたちへもきちっとつなげる人た

ちを集めて、体験させる。そうすると楽しいという思いが伝わっていくかな

と思う。 

助成金とは話が違うが、それがいろいろ見て感じることだ。良いものはた

くさんあるのだが、横のつながりがない。意外と井の中の蛙で終わってしま

っているのが感じるところがある。もっと人を入れるなり、いろいろなもの

を組み入れて、固定観念に縛られずに、これも良いよねとやれるだけの心の

余裕をリーダーの方が持ってもらいたいと思う。 

 

【伏島委員長】 

体験メニューそのものも実はばらばらだ。ある演劇の世界、アートの世界、

カメラの世界、例えばピンホールカメラなんかすごく面白いと思う。体験し

てみると。しかし、札幌は幸か不幸か、人口 6 千人の街ではないので、なか

なか見えにくい。 

いろいろなメニューを整理・編集する中で見える形にすることと、アート

センターは点のように存在するものではないと思う。常に 10 区と関係があ

ると思う。わざわざ中央区へ出てこなくても、厚別区で体験できるメニュー。

それを含めた可視化だと思う。それが、180 万都市としての丁寧な行き方だ

と思う。 

 

【野田委員】 

いろいろなお話しを聞いて、まとまってないのだが、アートセンターは組

織として市民に開かれたものであってほしいし、建物としても利用しやすい

ものであってほしい。 

何となく足を踏み入れにくいものは嫌だ。どうやったら、気軽に人が入れ

るか。かつ、アートセンターはこのようなものだと周知できるか。アートセ

ンターの人たちが行う、アートセンターで行う、アート関連のイベントがあ

れば良いと思う。アートソムリエの人たちがイベントを上手く行えるような、

ビエンナーレの運営とは違った形での運営がうまく行きそうな中味になって

いるのではないかと思う。 
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そのようなイベントが開催されるときに、市民や学生がスタッフとしてか

かわれるようになっているとうれしいなと思う。 

学生スタッフがいるとすれば、アートイベントにかなり興味がある学生が

応募し、参加すると思うが、学生としても実際どのような動きとなっている

のか知る機会にもなるし、自分はこのようなことを考えている。札幌市のた

めにこのようなことを行いたいと言い出すきっかけにもなると思う、札幌市

側にとっても、今の学生はこうなんだなとか、こういうことに興味があるの

だなと、お互いに知る機会ともなる。できた際にそのようなイベントがある

といいと思う。 

アーツ千代田の公園に入口が面している写真がすごく気になった。アート

センターにも、内と外の中間地点のような部分があると市民も利用しやすい。 

完全に閉じたオフィスではなく、中間のようなものがあるといいなと思う。 

 

【伏島委員長】 

入りやすいということはすごく効果のあることだ。キタラは、慣れている

人にとってはなんでもないが、敷居が高いという声も聞く。 

 

【浅野委員】 

考えてみると、アートセンターが街のど真ん中にあるということはすごい

ことだ。どこの街にもそんなのないのではないか。街の中心にあるという意

味が大きい。 

アーツ千代田は神田なのでそんなに離れていないが、川崎市民ミュージア

ムはすごく中心部から遠い。そういった意味で、立地は一番の強みだと思う。 

 

【伏島委員】 

動線とか、ハード面でも言っていかなければいけない。例えば、カフェが

ないとか、位置が奥すぎるとか、そういうようなことについても。 

 

【伊藤副委員長】 

総工費はどのくらいか。 

 

【事務局】 

正確には、まだ分からないが、数 100 億円かかる。 

 

【伊藤副委員長】 

水をさすわけではないのだが、音楽に興味がなく、演劇も余り観に行かな
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いので、札幌にアートセンターができても行かないのではないかと思う。ギ

ャラリーがあっても、余り行かない。それはなぜかと言うと、個人的に興味

がない「興行」、「発表」中心の複合施設になりそうだからだ。同じ理由で「教

育文化会館」も「ちえりあ」も、単体の目的以外は行かない。複合施設とい

うのだが、行った人は複合的に楽しめない。 

ストックホルムにアートセンターがある。そこには映画館も数件入ってい

る。割と大切だと思っているのは、本屋が二軒くらい入っている。それは、

おそらく助成していると思うのだが、詩の本屋さんとか、美術やオペラの本

屋さんが入っている。雑貨屋さん、デザインショップやカフェ、託児所など

も入っている。そこへ来ると、デザインだったり、本だったりということが

楽しめる。だから、演劇を観に来た人が、空いている時間、雑貨を観たり、

詩を読んだりしている。堤清ニさんが、80 年代に池袋の西武でやったことは

そういうことだ。 

映画を観に行って、結局本を買ってしまうというところがあるのだが、そ

のような施設は、現在は民業としては大丸百貨店さんとか紀伊国屋書店さん

とかがやっているが、結局最後は撤退して、コンピューターの本しかないと

いうようになってくる。札幌中心部では、ここ 30 年位見ても、そういう文

化系の本屋とかレコード屋は成立していない状況だ。そういうものが助成に

より一緒に入っているとなると、行って楽しいかなという気がする。 

カップルがお金なくてもお茶一杯で 3 時間くらい楽しめた、現代写真を観

たとか、ポスターがうまかったので、演劇を観てみたいと思ったというよう

な、そういう複合施設だったらよいと思う。そういう意味でいうと、劇場は

必要なのだろうが、何百億使うのだったら、サッポロファクトリーとか、ノ

ルベサを 10 年位の賃貸で使用しちゃった方がよいのではないか。 

また厚生年金会館みたいなものを作っても、しょうがないという気がする。 

 

【事務局】 

図書コーナーのようなものは検討している。お店のようなものも、入るか

どうかわからないが、検討はしている。 

野田さんがおっしゃっていたが、親しみやすいという意味で言えば、アー

トソムリエに市民が好みを言って相談できる、適当なものを紹介してくれる

とか、市民個人でも親しめるようなものはあった方が良い。 

アートボランティア協議会もここに書いてあるが、ボランティアの人たち

が集えるとか、アートサロンみたいな、アーティストと市民が交流できるよ

うな部分も入れて行きたいなとは思っている。 

できるだけ、市民に敷居の高くないようなものにしたい。 



- 22 - 

 

 

【井出委員】 

市民の方に、敷居の高くないものにするのは絶対条件だと思うが、その施

設に、ニトリ文化ホールクラスのホールができたときに、一般市民がどのく

らい使えるだろうか。 

 

【伏島委員長】 

それは、市民枠を設けるかという議論にもなる。 

 

【事務局】 

ニトリ文化ホールは 2,300 席ある。ニトリ文化ホールは老朽化しているの

で、いずれは廃止しなければならない。今、そこで行っているものをどこか

で出来るようにしておかなければならない。そのような役割が一つある。 

市民の方の活動の場ということで言うと、むしろ、市民ホールということ

になるのではないか。 

 

【井出委員】 

今、ニトリホールでやられているものは、本州から来る演歌の世界とか、

興行的貸し館的なものが多い。 

 

【事務局】 

興行的には二千席以上ないと、成り立たないようだ。そういうホールが札

幌にも一つないと、札幌に、そのような興行が来ないということになる。そ

のようなホールは必要かなと思っている。 

 

【伏島委員長】 

2,300 単独のホールなのか、それとも、例えば、NHK ホールの部分的な

フランチャイズのようなことは想定していないのか。 

例えば、年間の枠組みの中で、NHK ホールとして活動してもらう。その分、

NHK に金を出してもらう。そんなことは議論しているのか。 

 

【事務局】 

その辺の運営の仕方については、これから形にしていかなければならない。 

 

【伏島委員長】 

複合施設のハード的なものは、再開発事業なので、これからに近いことだ。
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その中では札幌市は構成員の 1 人にすぎない。逆に言えば、民間施設は、入

りやすいホテルにして欲しいとか、ホテルのエントランスはめちゃめちゃ安

い、権威あるギャラリーになるとか、そのような話を民間資本側に投げるこ

ともできる。複合施設全体を考えるとそのようなことも言える。 

それと、金沢 21 世紀美術館など、日本の中だけでも素晴らしい施設はい

っぱいあるので、いいところ取りができると良い。 

ハード面についても考えて行きたいと思う。 

 

今日は、税金をどう使うかというアートカウンシルの機能について、もっ

と本源的なことを考える必要があるという斎藤さんの議論から出発して、あ

れこれ議論があった。東京都と違う点もあれば同じこともあるので、テーブ

ルの上には PMF も乗れば、オペラ祭も乗るというように、いかに札幌らし

く大小を問わず丁寧にやっていくか、そういうやり方もあると思う。そして、

市長部局と教育委員会部局をガラガラポン的にやってもよいと思う。 

たまたま、北海道文化財団は、知事部局と教育委員会部局の共管となって

いる。 

共管にしなくてもよいわけで、教育委員会部局と市長部局の上に、アーツ

カウンシル的なものを持てば、それは全く新しい札幌スタイルだ。 

 

【伊藤副委員長】 

ちょっと一つ聞きたいのは、斎藤さんが、札幌市から演劇のセンターとか

財団をつくれ、３億円つけるのでと言われたらどうするか。 

 

【斎藤委員】 

急にですか。 

 

【伊藤副委員長】 

なぜかというと、次の段階でおそらく考えなければならないのは、誰が、

例えばアートセンターとか、アーツカウンシルとかの現場を最終的に回すの

かということが大きい。 

今度のアートセンターは、「文化」をアートボランティアとかアートソムリ

エの人とか、アーティストでない人たちに回してもらったり、応援してもら

うということが前提で、出来ている。が、そのスペシャリストがいるのかと

いうことだ。 

現在のアートマネージメント事例の多くは、状況があまりに貧しいので、

作家や役者、演出家が自助努力でやっている。あちこちからお金をもらった
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り、自腹だったり。それで倒産しちゃった人もいる。アーティストの人たち

が、必要だからお金を回している。 

「アーツ千代田 3331」の中村政人は芸大の油彩の准教授で、現代美術の

作家だ。彼が回している。3331 の「かえるステーション」や、その前身で

ある博多のプロジェクトや施設は、十和田現代美術館の副館長になった、現

代美術作家の藤浩志さんが回している。近年、行政系の芸術・地域再生事例

としてよく語られる、横浜市の黄金町エリアマネジメントセンターを回して

いる山野真悟さんも、もともとは作家だった。 

例として出てくる成功例は、結局のところ、作家の人がやっていて、その

人の信念とテイストと見識と責任で回しているパターンがほとんどだ。個人

商店だ。最終的な「システム」としては、それは余り良いことだとは思って

いない。回すプロフェッショナルな人たちがいるべきだと思っている。それ

がベストなのだが、例として出てくるのは、個人の人がやっているところだ。 

札幌のアートセンターとして話し合われていることは、合議制だったり、

寄り合いだったり、あるいは若い人たちのアートマネージャーを育てると総

花的なものになっており、方向が分裂している印象がある。きれいな「スト

ーリー」としては、作家も市民もマネージメントする人も皆で･･･ということ

で総論は結構なのだが、実務のところで、札幌方式の「質」が変わって来る

ような気がする。市としては、いろいろなことに対応できる「システム」を

形を作りたいとは思うけれども、市役所の職員が専門家だというわけではな

いから、それをどういうように回していくかということについては、自分た

ちが関与するわけではない。管理はできるが、中味の部分は、依然として誰

が行うのかという点が宙に浮かんでいる。 

 

【事務局】 

行政自体がやるよりも、専門家が企画に携わった方がよいというところで

出てきているのが、アートセンターであったり、アーツカウンシルであった

りということなのではないかと思う。 

コンサルティングサポートのアートコンサルティングの運営は、アーティ

ストかもしれないし、アートマネージャーかもしれないが、それが相談に乗

って、サポートしていく機能を果たしていければ一番良いのかなと思う。 

 

【伊藤副委員長】 

今までは、作家が NPO をつくったり、組織をつくって自分でやってきた。

今度は、アートセンターを回すのは、アーティストが回すのか、アートマネ

ジメントを勉強しているような学生が行うのかは、見えていない。出てくる
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成功例は、アーティストが行っているものばかりなので。そのノウハウを、

市はどう学べるのか。 

 

【伏島副委員長】 

アートセンターのしくみや機構をデッサンしていくことは、難しいのだが、

さらに、伊藤副委員長がおっしゃったように、キャスティングだ。このキャ

スティングをどこかでやらなければならない。そこに、芸術系の人が芸術監

督的に入るのか。全くアートのことは知らないが、辣腕家をビジネス界から

ヘッドハンティングするのか、そんなことを含めて、人事に関するカウンシ

ルも必要になってくる。 

 

【事務局】 

アートのことは全然知らない、経営の人がやるのは適当なのだろうか。 

 

【伏島委員長】 

選択のしかただ。 

 

【伊藤副委員長】 

東京都写真美術館の初代館長は写真家の渡辺義雄さんだったが、石原都知

事になって、ジブリの創始者である徳間書店の徳間康快社長を入れて、金を

儲けろとなった。世界に冠たる映像機器コレクションの常設展示があったの

だが、それを引っ込め、収益性の高い映画上映や貸し館を加えた。それでも

黒字になったので、それは考え方、決め方だ。現在の館長は資生堂の福原義

春名誉会長だ。 

 

【事務局】 

やはりアートの世界は、アーティストがマネジメントもやっているという

ように、アートの世界を知らなければできないということもあるのではない

か。 

 

【伊藤副委員長】 

誰もやらなければ、しょうがなくてやっているということで。 

 

【伏島委員長】 

今、かなり流動的だ。 

トヨタのアートマネジメントで頑張って来た人を 3 年契約でヘッドハンテ
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ィングしてくるとか。あるいは、メセナの担当者を引っ張って来るとか、い

ろいろな考え方はあるので、頭を柔らかくして考えて良いと思う。 

それが札幌方式だと思う。業界のしがらみもないし。 

 

【本家委員】 

さきほど野田さんがおっしゃったように、敷居が低いというか、入りやす

いと良い。街中にどうせつくるのなら、待ち合わせ場所に使ってほしい。そ

こから始めても良いのではないか。彫刻を置いてみたり、大きなビジョンを

置いたり、あそこで待ち合わせねという感じで、若い子、カップル、家族連

れに近くなれば、ちょっと時間があるから中に入ってみようかとなる。御茶

でも飲むとなる。そこに絵があったり、映像があったり、演劇やっていたり

というのが良い。 

そういう街になっていけばよいかな。 

 

【伏島委員長】 

冬こそ、ここが格好良い場所になればよい。 

 

【本家委員】 

北海度の冬は、外へ出ない。冬こそ、レジャースポーツのような感覚で、

利用してもらえたらよい。 

芸術の森は、車がないとちょっと行くのが大変。特に冬は、余り機能して

いない。野外美術館も閉まっている。そういうときこそ、地下鉄一本で行け

るアートセンターが魅力ある。 

 

【伏島委員長】 

この冬、彫刻美術館で、雪を使った彫刻展を行った。そこの学芸員さんと

も話したのだが、できれば街のまん中でやりたい。それをライティングした

らものすごく格好良い。子どもたちの写真コンテストを行っても良い。 

 

【田中委員】 

冬芸術の森へ行ったときには、数えるしか人がいないので、ちょっともっ

たいない。さきほどのアーツ千代田のように公園になっていれば、そこで雪

だるまをつくってもよい。そのコンテストを行っても良い。もっと自由な感

じで参加出来れば良いなと思った。 

 

【伏島委員長】 



- 27 - 

 

傍聴者のみなさまに、御感想をうかがいたい。 

 

【傍聴者】 

独立行政法人国際交流基金に勤めていて、現在ソウルにいる。また、東京

の大学で文化政策を研究している。 

今回の議論は、おそらく三つに集約される。①人をどうするか、②金をど

うするか、③場所をどうするかだ。 

まだ、ソウルに来て２カ月なのだが、ソウルと北海道がこんなに近いと思

っていなかった。今回も２時間半で、格安の航空券で来た。 

今後の札幌の文化政策を考えるときに、韓国や台湾や中国の人たちは、絶

対巻き込むべきだ。観光との良いコラボレーションができるということは非

常に大きいと思う。それに何が必要かというと、言葉だ。韓国や中国では、

日本語で話しかけてくるが、日本へ来ると、韓国語や中国語できちっと対応

してくれる人はいない。今からでも、教育大や北大の人たちに市がお金を出

してもよいので、語学をきちっと勉強させるということが非常に大きいと思

う。それで、いったんどこかの会社に就職しても良いと思う。そこで、文化

のことをやりたければ、こちらへ戻って来るようなシステムをつくるという

ことは、非常に大きいことだと思う。そのような種まきを今からしていくこ

とが大切だと思った。 

国際交流基金では、舞台芸術の分野で助成金を出す方の立場にいた。お金

を出す時に、アウトソーシングというお話しがあったが、その人は文化芸術

のことを分かっていなければならない。上の人は知らなくてもよいとか、そ

ういう問題ではなくて、全体は芸術のことについてしっかりと分かっていな

いと、そこに、どういった形で誰がお金を出すかということが分からなくな

ると、それこそわからなくなる。要するに、可視化をすることが非常に大き

いことだと思うが、それにはアートのことが分からなければならない。かと

いって、アートについてだけ分かっていてもいけない。さきほどの、観光や

札幌全体のことも分かっていて、それでアーツカウンシルで何かをするとい

ったときに、論理的に落とし込んでいける人が絶対に必要だ。という意味で、

札幌は札幌の人材を自分たちで作っていかなければならない。 

さきほどの、観光の話と関わるのだが、場所の問題は大きくて、場所は良

いところになければいけない。東京の現代美術館は本当に遠いところにある

し、札幌芸術の森も非常に良いところだとは思うが、冬場でも、普通でも車

がなければ不便なのだが。そのときに、観光の問題と結びついていて、行け

るようなところにつくる。ただ、人がいるようなところにつくるということ

ではなくて、今後行ってもらいたいところ、ちょっとはずれたところに作る
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ことも大事なのではないかと思う。 

夏に札幌に帰ってきたのは 10 年ぶりくらいなのだが、大通にあんなに人

がいないとは思っていなくて、ショックを受けた。でも、私の青春時代は大

通りにあったわけで、それを考えるともう一度大通りに人を戻す、市の全体

方策の中で、例えばアート的なものは、大通りにつくって、商業的なものは

札幌駅の方へつくる。アート的なものはちょっとはずして西１１丁目につく

るとか、全体の中で考えていただいた方が良い。 

アートだけを考えていると、札幌方式は難しい。逆に、そういったものを

落とし込んでいくことによって、札幌には魅力が生まれてくると思う。 

演劇の話で、東京で働いていたときに、ある方が、それは、劇場の方で審

査員としていらした方なのだが、札幌の演劇祭を観に来て、こんなにレベル

が高いとは思わなかった。東京なんか比べものにならないと、手放しで驚い

ていらした。札幌は余りレベルが高くない、東京に比べてレベルが高くない

ということは、まず考えない方が良いと思う。自分たちのやりたいことをし

っかりやるために、どういうシステムを組んでいくのかということと、あと、

東京を見ないで、国際的な形にしていくべきだ。方向はアジアを考えて行く

べきではないかと思う。 

 

【傍聴者】 

そもそも、このような話し合いの場があることを知らなかったので、興味

深かった。今後予定されているアートセンターのことについて、そのような

ものが作られると言うことは喜ばしいことだと思っているのだが、そもそも

アートセンターがあるべきなのかということがある。市民から要望が上がっ

て作ろうとしているのか、それとも、それがあった方が、札幌ひいては北海

道の文化芸術が発展していくと思うし、あるべきだから作っていくのか、作

って良いものだという意見にしていくことも含めてつくっていくのか、どう

違うのかなと思った。普段、まったく芸術文化に関係の無い人にとっては、

アートセンターを見たときに、カフェとか図書館があれば良いとは思う。定

着しなくてはならないのは、そこで何をするかというソフトであろう。それ

がすごく重要で、多分平行して考えているとは思うが、そのようなお話も聞

けたらおもしろかったと思った。 

 

【伏島委員長】 

アートセンターについては、15 年くらい前から議論があるので、ついつい、

当たり前になってしまっている部分があるので、今のお話はすごく大事だ。 

アートセンターはいるのかということも絶えず検証していかなければなら
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ない。時間も少しオーバーしたので、今日はこれで終わりたい。 

 


